
学 校 だ よ り 平 成 ２ ７ 年 ９ 月 号

か つ き
志布志市立香月小学校

実 り の 秋 を 迎 え て
校 長 中條 健一郎

「わたし，ドキドキする。」運動会を明日 取り組んだかで決まることを改めて思い知ら

に控え，学校の校庭を訪れた１年生が駆け寄 された。これは，毎日子どもに水筒を持たせ，

ってきた。「頑張るからちゃんと見ていて 汚れた体操服を洗いながら，見守り励まして

ね。」息を弾ませながらそう付け加えた。１ くださった各家庭の皆様のおかげである。愛

年生にとって初めての運動会である。運動会 情を持って子どもたちを支えていただいた保

への期待とうまくできるかという不安が伝わ 護者の皆様に深い感謝の気持ちで一杯であ

ってくる。 る。

これまで，運動会に向けてそれぞれが一生 「家族とは、『ある』ものではなく，

懸命に取り組んできた。子どもたちは練習だ 手をかけて『育む』ものです。

けでなく，スローガンを考えたり，横断幕を （日野原重明）」
つくったりと昼休みや放課後を使って準備し まさに，学校と共にみなさんの家庭が育んだ

てきた。運動会前になると友達同士励ましな 子育ての成果が，運動会での子どもの姿だと

がらの応援団練習にも熱が入ってきた。６年 思う。

生にとっては，最後の運動会。「わたしたち さて，１０月１０日第二土曜日は，初めて

が頑張らなくては・・・だって，最後だもの」 となる土曜授業がスタートする。土曜日だか

と胸を張り準備している姿があった。子ども らこその行事や学習では，さらにきめ細かな

たちの自分たちがつくる運動会という心が見 分かる授業のために活用される。子どもたち

事に入っている。その姿に香月の伝統と誇り にとって価値ある土曜日にしたいものだ。

を感じて胸を熱くした。運動会当日だけが子 日に日に秋が深まっていく。秋の夜長，少

どもを成長させるのではなく，そのプロセス しの時間テレビを消して親子で本を読みふけ

が子どもを大きく成長させていく。運動会が るのにちょうどよい季節かもしれない。

成功するかどうかは，それまでいかに真剣に

志布志市「1000人立哨パレード」に子ども １０月１０日より土曜授業が始まります。

たちが参加しました。登下校の際の交通安全 土曜授業は，学力向上をはじめとする教育課

については，かねてよ 題に対応し児童一人一人の生きる力の育成を

り指導をしていますが， 目指すために実施されるものです。

このイベントへの参加 今年度は，１１月１４日(学習発表会)

を通して「交通ルール １２月１２日

をきちんと守る」「自分 １月 ９日

の命は自分で守る」と ２月１３日(持久走大会)

いう意識の向上につな を土曜授業として実施します。土日もいつも

げ，これからも交通事故０をめざしていきま と同じ生活リズムで過ごせるよい機会です。

す。




